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本
稿
は
、
金
東
華
著
『
佛
敎
學
槪
論
』（
白
映
社
、
一
九
五
四
年
）
の
「
第
二
篇　

法
宝
論
（
真
理
論
）」
の
「
第
四
章　

縁
起
説
（
現
象
論
）」
中
の
「
第
六
節　

仏

界
縁
起
説
」（
二
九
四
―
三
一
六
頁
）
に
対
す
る
訳
注
で
あ
る
。

　

さ
て
、
仲
澤
浩
祐
博
士
（
身
延
山
大
学
第
二
代
学
長・

立
正
大
学
名
誉
教
授
）

が
講
義
さ
れ
て
い
た
立
正
大
学
仏
教
学
部
の
「
仏
教
史
特
講
Ⅱ
」
を
、
筆
者
が
担

当
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
二
〇
一
二
年
の
こ
と
で
あ
る
。
何
と
か
第
一
回
目
の

授
業
を
無
事
に
終
え
た
私
は
、
そ
の
こ
と
を
報
告
す
る
た
め
に
、
恩
師
の
三
友
健

容
博
士
の
研
究
室
を
訪
ね
た
。
い
つ
も
の
笑
顔
で
迎
え
入
れ
て
く
だ
さ
っ
た
三
友

先
生
は
、
食
事
で
も
し
よ
う
か
と
、
十
二
階
の
芙
蓉
峰
（
教
員
食
堂
）
に
連
れ
て

い
っ
て
く
だ
さ
り
、
そ
こ
で
こ
う
語
ら
れ
た
こ
と
を
今
で
も
憶
え
て
い
る
。「
こ
れ

で
、
立
正
大
学
の
仏
教
学
部
に
お
い
て
韓
国
籍
と
し
て
教
壇
に
立
っ
た
の
は
、
慧

鏡
君
が
三
人
目
と
な
る
」
と
。
そ
の
一
人
目
こ
そ
が
、
本
書
の
著
者
に
し
て
韓
国

仏
教
学
の
先
駆
者
と
称
さ
れ
る
、
雷
虚
金
東
華
博
士
（
一
九
〇
二
―
一
九
八
〇
）

な
の
で
あ
る（
１
）。

　

東
国
大
学
校
に
お
い
て
名
誉
哲
学
博
士
学
位
を
授
与
（
一
九
六
二
年
）
さ
れ
た

金
東
華
博
士
は
、
三
友
先
生
の
「
日
本・

韓
国
佛
教
学
交
流
の
父
金
東
華
博
士
の

一
考
察
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
五
十
一
巻
第
一
号
、
二
〇
〇
二
年
）
に
お

い
て
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
通
り
、
一
九
二
八
年
（
昭
和
三
年
）
三
月
に
は
立
正
大

学
専
門
部
宗
教
科
を
、
一
九
三
二
年
（
昭
和
七
年
）
三
月
に
は
立
正
大
学
文
学
部

宗
教
学
科
を
卒
業
し
て（
２
）、
同
年
四
月
か
ら
一
九
三
五
年
（
昭
和
十
年
）
三
月
ま
で

の
三
年
間
は
「
留
学
生
及
給
費
生
」
と
し
て
奈
良
に
お
い
て
法
相
を
研
究
し（
３
）、

そ

の
後
、
一
九
三
六
年
（
昭
和
十
一
年
）
か
ら
一
九
四
〇
年
（
昭
和
十
五
年
）
ま
で

の
四
年
間
は
専
任
講
師
と
し
て
「
仏
教
学
」
の
講
義
を
担
当
さ
れ
て
い
た
よ
う
で

あ
る（
４
）。

　

そ
う
い
え
ば
、
恩
師
の
福
士
慈
稔
博
士
か
ら
は
、
三
友
先
生
の
長
き
に
わ
た
る

学
部
長
時
代
の
有
終
の
美
と
い
う
の
が
、
金
東
華
博
士
よ
り
寺
号
を
授
か
っ
た
と

い
う
ソ
ウ
ル
の
正
覺
寺
（
一
九
五
八
年
創
建
）
に
お
い
て
法
華
経
の
布
教
に
尽
力

さ
れ
た
太
虚
光
雨
明
師
（
一
九
二
五
―
二
〇
一
九
）
と
共
に
、
金
東
華
博
士
が
慧

峰
禅
師
（
一
八
七
四
―
一
九
五
六
、
雷
虚
堂
の
師
、
太
虚
堂
の
父
）
の
許
で
修
学

さ
れ
た
と
こ
ろ
、
即
ち
慶
北
尚
州
市
の
南
長
寺
に
「
雷
虚
堂
東
華
大
宗
師
碑
」
を

建
立
（
二
〇
〇
二
年
六
月
十
日
、
除
幕
式
は
二
〇
〇
三
年
三
月
二
十
八
日
）
し
た

こ
と
で
あ
る
、
と
い
う
話
を
伺
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

金
東
華
に
依
る
「
日
蓮
の
「
仏
界
縁
起
説
」
に
つ
い
て
」
の
訳
注
（
上
）

金
　
　 

炳
　
坤
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二
二

　

さ
ら
に
加
え
れ
ば
、
筆
者
に
と
っ
て
本
書
と
の
出
合
い
と
い
え
よ
う
か
、
二
〇

〇
二
年
の
留
学
に
際
し
て
、
恩
師
の
大
韓
民
国
社
団
法
人
法
華
弘
通
會
の
申
圓
鏡

法
主
よ
り
持
た
さ
れ
た
数
冊
の
仏
教
書
の
中
に
、
本
書
も
あ
っ
た
こ
と
を
思
い
出

し
て
不
思
議
な
つ
な
が
り
を
感
じ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
当
時
は
読
ん
で
も

何
だ
か
さ
っ
ぱ
り
で
あ
っ
た
も
の
が
、
あ
れ
か
ら
十
年
ほ
ど
「
天
台
学
」
を
教
え・

教
わ
っ
て
き
た
甲
斐
も
あ
っ
て
、
今
で
は
少
し
ば
か
り
咀
嚼
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
は
有
難
き
幸
せ
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
金
東
華
博
士
に
関
し
て
は
、
激
動
の
時
代
を
生
き
抜
い
て
こ
ら
れ

た
方
で
あ
る
か
ら
、
韓
国
の
近
代
史
に
お
い
て
は
種
々
様
々
な
る
評
価
の
あ
る
こ

と
も
事
実
で
あ
る（
５
）。
し
か
し
現
代
史
と
な
れ
ば
、
戦
後
の
韓
国
に
お
け
る
代
表
的

な
仏
教
学
者
と
し
て
、
仏
教
学
樹
立
の
た
め
に
一
心
不
乱
で
あ
っ
た
こ
と
、
こ
れ

も
ま
た
紛
れ
も
な
い
事
実
で
あ
る
。

　

後
者
の
評
価
を
可
能
に
す
る
根
拠
の
一
つ
が
、
ま
さ
し
く
本
書
に
な
る
の
で
あ

る
が
、
私
の
よ
う
な
者
が
本
書
に
つ
い
て
美
辞
麗
句
を
並
べ
る
よ
り
も
、
先
学
た

ち
の
言
葉
を
借
り
て
こ
れ
を
例
え
る
な
ら
ば
、
人
物
と
し
て
は
、
中
国
に
お
い
て

『
漢
魏
兩
晉
南
北
朝
佛
教
史
』（
商
務
印
書
館
、
一
九
三
八
年
）
を
撰
し
た
湯
用
彤

教
授
に
、
書
物
と
し
て
は
、
日
本
に
お
け
る
宇
井
伯
壽
博
士
の
『
佛
敎
汎
論
』（
岩

波
書
店
、
一
九
四
七
―
一
九
四
八
年
）
に
評
定
さ
れ
る
と
し
た
ら
、
理
解
し
や
す

く
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

と
り
わ
け
筆
者
が
本
節
に
限
り
訳
注
を
手
が
け
よ
う
と
し
た
所
以
は
、「
天
台

学
」
の
教
材
研
究
の
最
中
に
、
天
台
教
学
と
日
蓮
教
学
の
相
異
点
に
つ
い
て
、
天

台
三
大
部
を
は
じ
め
、
日
蓮
畢
生
の
書
で
あ
る
『
開
目
抄
』『
観
心
本
尊
抄
』
ほ

か
、
時
に
は
吉
蔵
疏
な
ど
も
引
き
な
が
ら
、
最
初
に
問
い
か
け
を
し
、
読
者
と
問

題
意
識
を
共
有
し
つ
つ
、
著
者
と
の
距
離
を
徐
々
に
縮
め
て
ゆ
き
、
最
後
に
答
え

を
出
す
、
と
い
っ
た
所
謂
問
答
形
式
の
中
で
、
そ
れ
が
理
路
整
然
と
論
明
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
が
、
日
蓮
の
天
台
観
を
教
授
す
る
上
で
、
適
し
て
い
る
と
判
断
し
た

か
ら
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
視
点
を
重
視
し
つ
つ
、
本
書
並
び
に
本
節
に
対
す
る
筆
者
な
り
の

歴
史
的
意
義
を
付
与
す
る
な
ら
ば
、
こ
と
日
蓮
宗
の
こ
と
に
関
し
て
は
、
佐
野
前

励
（
一
八
五
九
―
一
九
一
二
）
の
働
き
か
け
に
よ
る
「
僧
侶
都
城
出
入
り
禁
止
令
」

の
解
除
（
一
八
九
五
年
）
と
い
う
例
も
あ
っ
て（
６
）、

国
内
に
お
い
て
次
第
に
認
知
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
以
来
、
凡
そ
半
世
紀
の
間
に
、

外
国
に
お
い
て
出
版
さ
れ
た
仏
教
学
術
書
の
中
で
、
こ
れ
だ
け
日
蓮
遺
文
を
駆
使

し
て
い
る
例
が
果
た
し
て
あ
る
で
あ
ろ
う
か
。

　

こ
の
類
い
稀
な
る
事
例
は
、
お
そ
ら
く
博
士
が
立
正
大
学
に
お
い
て
宗
学
を
専

修
さ
れ
た
か
ら
こ
そ
な
し
得
た
技
で
あ
ろ
う
が
、
今
度
は
、
ほ
ぼ
同
時
代
に
祖
山

学
院
高
等
部
に
お
い
て
学
ん
で
い
る
（
一
九
三
〇
年
卒
業（
７
））

も
う
一
人
の
苦
学
僧
、

方
哲
源
師
（
一
九
〇
四
―
一
九
八
一
）
の
場
合
に
比
べ
て
み
て
も
、
博
士
の
日
蓮

教
学
に
対
す
る
造
詣
の
深
さ
は
比
類
な
き
も
の
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。
と
も
か
く
、

本
節
を
一
読
す
れ
ば
、
博
士
が
如
何
に
日
蓮
教
学
に
精
通
し
て
い
た
か
、
自
ず
と

理
解
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
付
随
す
る
今
後
の
研
究
課
題
と
し
て
、
金
東
華
博
士
に
あ
っ
て
、
天
台・

日
蓮
教
学
形
成
の
遍
歴
を
辿
っ
て
い
く
こ
と
、
つ
ま
り
は
如
何
な
る
先
師
の
学
説

に
依
拠
し
て
い
た
か
、
と
い
う
こ
と
も
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
着
眼
点
に
な
る
で
あ
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ろ
う（
８
）。

こ
の
種
の
後
続
研
究
の
活
路
を
開
く
た
め
に
も
、
筆
者
に
し
か
で
き
な
い

役
割
（
訳
注
等
）
を
果
た
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

　

以
下
、
四
項
か
ら
な
る
本
節
の
訳
注
を
示
す
が
、
紙
面
の
都
合
上
、
上
（
第
三

項
ま
で
）、
下
（
第
四
項
）
に
二
分
し
て
発
表
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

第
一
項　

仏
界
縁
起
説
の
由
来

　

仏
界
縁
起
と
い
う
熟
語
は
、
い
ま
だ
仏
教
学
界
に
お
い
て
広
く
知
ら
れ
て
い
な

い
。
日
本
の
学
界
に
お
い
て
も
二
、
三
の
学
者
に
依
っ
て
題
目
だ
け
は
使
用
さ
れ

た
こ
と
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
理
論
的
に
は
紹
介
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
。
し
か
し
思

想
教
理
、
特
に
仏
教
を
宗
教
的
に
み
れ
ば
、
重
要
な
教
理
で
あ
る
た
め
、
今
こ
れ

を
考
察
し
よ
う
と
す
る
。

　

こ
の
学
説
は
日
本
の
日
蓮
宗
の
宗
祖
で
あ
る
日
蓮
に
依
っ
て
主
唱
さ
れ
た
思
想

で
あ
り
、
縁
起
説
と
し
て
は
、
最
高
段
に
あ
る
学
説
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き

る
。

　

日
蓮
は
西
紀
一
二
二
三
〔
＝
二
の
誤
り
〕
年
二
月
十
六
日
、
日
本
の
安
房
国
、

即
ち
現
在
の
千
葉
県
に
あ
た
る
、
一
漁
村
〔
＝
小
湊
〕
に
お
い
て
漁
夫
の
息
子
と

し
て
誕
生
さ
れ
た
。
十
二
歳
の
時
に
出
家
〔
＝
清
澄
入
山
の
こ
と
〕
し
て
、
十
八

〔
＝
六
の
誤
り
〕
歳
に
得
度
し
た
の
で
あ
り
、
当
時
の
仏
教
学
問
の
道
場
で
あ
る
比

叡
山
に
赴
き
天
台
学
を
修
学
す
る
こ
と
十
二
年
、
其
の
間
に
禅
と
密
教
と
奈
良
六

宗
の
教
義
も
傍
修
し
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
修
学
す
る
中
、
日
蓮
に
は
内
外
の
二
大
疑
問
が
あ
っ
て
、
内
に
は
、

同
一
釈
尊
が
説
い
た
仏
教
が
ど
う
し
て
日
蓮
当
時
の
よ
う
な
八
宗
が
各
立
し
て
互

い
に
自
讃
毀
他
す
る
に
熟
是
熟
非
し
て
何
宗
の
学
説
が
果
然
釈
迦
世
尊
の
根
本
精

神
を
継
承
し
た
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
外
に
は
、
当
時
の
日
本
国
内
が
、
内

乱
が
続
起
し
て
、
ま
た
外
寇
が
侵
来
し
て
、
天
変
地
妖
の
自
然
の
変
乱
ま
で
も
尽

き
る
日
が
な
く
て
、
国
民
が
寧
日
を
得
ら
れ
な
い
現
状
で
あ
る
に
、
こ
れ
は
何
に

起
因
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

日
蓮
は
こ
の
よ
う
な
二
大
疑
問
を
一
切
蔵
経
の
中
に
お
い
て
解
決
を
得
よ
う
と

し
た
。
そ
う
し
て
つ
い
に
光
明
点
を
発
見
す
る
に
、
第
一
に
仏
教
は
い
く
ら
諸
経

を
所
依
と
す
る
諸
宗
が
多
い
と
い
え
ど
も
、『
妙
法
蓮
華
経
』
が
諸
経
中
の
王
で
あ

り
、
ま
た
こ
の
経
を
所
依
と
す
る
宗
が
正
当
な
宗
で
あ
る
と
看
破
し
た
の
で
あ
り
、

ま
た
国
内
に
内
乱・

外
寇
が
不
絶
す
る
所
以
は
、
正
法
が
流
布
さ
れ
な
い
で
、
邪

法
が
得
勢
し
て
、
民
心
を
誤
っ
て
引
導
す
る
か
ら
で
あ
る
と
み
た
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
で
自
信
を
得
た
日
蓮
は
、
建
長
五
年
、
即
ち
西
記
〔
＝
紀
の
誤
り
〕
一
二

五
三
年
四
月
二
十
八
日
、
彼
が
三
十
二
歳
の
時
に
立
教
開
宗
す
る
に
、
こ
れ
が
即

ち
日
蓮
宗
で
あ
る
。
開
宗
の
趣
旨
は
、
扶
教・

安
国
の
二
大
目
的
に
あ
っ
た
の
で

あ
る
に
、
仏
教
を
扶
立
す
る
に
は
排
邪
顕
正
し
て
正
法
を
宣
揚
す
る
外
に
そ
の
道

が
な
く
、
ま
た
国
家
を
安
泰
に
す
る
に
も
正
法
を
も
っ
て
国
民
の
邪
曲
さ
れ
た
思

想
を
善
導
す
る
こ
と
が
最
も
根
本
的
な
方
法
で
あ
っ
た
。

　

そ
れ
で
は
そ
の
正
法
が
何
で
あ
る
か
。
一
代
諸
経
中
『
法
華
経
』
が
そ
れ
で
あ

る
と
い
う
。
こ
の
正
法
を
宣
伝
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
既
成
宗
団
の
勢
力
が
堅
固

で
あ
っ
た
そ
の
当
時
に
あ
っ
て
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
彼
は
破
邪
顕
正

す
る
為
め
に
は
「
念
仏
無
間
、
禅
天
魔
、
真
言
亡
国
、
律
国
賊（
９
）」

の
所
謂
四
箇
格
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仏
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縁
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二
四

言
の
利
剣
を
振
る
う
と
同
時
に
、
国
家
に
対
し
て
は
「
我
れ
日
本
の
柱
と
な
ろ
う
、

我
れ
日
本
の
眼
目
と
な
ろ
う
、
我
れ
日
本
の
大
船
と
な
ろ
う
（
（1
（

」〔『
開
目
抄
』『
定

遺
』
六
〇
一
〕
と
い
う
大
自
信
〔
＝
三
大
誓
願
〕
を
も
っ
て
、
宗
旨
宣
伝
に
折
伏

逆
化
の
方
法
を
も
っ
て
し
た
関
係
で
あ
ろ
う
か
、
ま
た
は
法
華
経
の
行
者
で
あ
る

こ
と
を
証
明
す
る
表
示
で
あ
ろ
う
か
、「
す
で
に
二
十
余
年
間
、
こ
の
法
門
を
ひ
ろ

め
る
中
、
日
日
、
月
月
、
年
年
に
難
が
重
な
っ
た
の
で
あ
る
に
、
少
少
の
難
は
数

を
知
ら
な
い
。
大
事
の
難
が
四
度
（
松
葉
谷
の
焼
打
難
、
伊
豆
の
流
罪
難
、
小
松

原
の
要
撃
難
、
佐
渡
の
流
罪
難
（
（1
（

）
で
あ
る
が
、
二
度
は
暫
時
す
て
お
き
、
王
難
が

す
で
に
二
度
に
及
ぶ
に
、
今
度
は
す
で
に
我
が
身
命
に
及
ぶ
。
そ
の
上
、
弟
子
や

檀
那
、
わ
ず
か
で
も
法
を
聴
い
た
者
な
ら
ば
、
皆
な
重
罰
を
行
ず
る
こ
と
、
謀
叛

で
も
し
た
者
の
よ
う
に
す
る
（
（1
（

」（『
開
目
抄
』〔『
定
遺
』
五
五
七
〕）
と
あ
る
通
り
、

実
に
大
難
小
難
、
無
数
の
難
に
苛
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

五
大
部
書

　

彼
の
思
想
を
伝
え
る
著
書
と
し
て
は
多
数
が
あ
る
が
、
そ
の
中
で
『
立
正
安
国

論
』『
開
目
抄
』『
撰
時
抄
』『
報
恩
抄
』『
観
心
本
尊
抄
』
等
は
五
大
部
と
称
す
る

も
の
で
（
（1
（

、
重
要
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
諸
書
に
依
っ
て
み
れ
ば
、
彼
は
た

だ
法
華
経
を
弘
布
す
る
為
め
に
こ
の
世
上
に
出
現
し
て
、
ま
た
法
華
経
の
為
め
に

苦
難
の
一
生
を
送
っ
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
法
華
経
を
弘
布
し
た
こ
と
が
日
蓮
の
自
負
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
支
那
に

お
い
て
は
す
で
に
天
台
智
者
が
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
日
本
に
お
い
て
も
伝
教
が
あ
っ

た
の
で
あ
る
か
ら
、
何
を
自
負
す
る
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。
そ
の
通
り
で
あ
る
、
法

華
弘
通
者
で
あ
る
と
い
う
点
に
お
い
て
は
皆
な
同
一
で
あ
る
。
し
か
し
末
法
時
代

に
至
り
『
法
華
経
』
の
予
言
通
り
に
法
華
経
を
耽
読
し
た
者
は
、
た
だ
日
蓮
一
人

だ
け
で
あ
る
。
そ
れ
の
み
な
ら
ず
、
今
こ
こ
で
論
じ
よ
う
と
す
る
仏
界
縁
起
の
義

の
よ
う
な
も
の
は
、
前
代
未
聞
、
日
蓮
不
共
の
甚
深
な
る
教
理
で
あ
る
。

第
二
項　

諸
法
同
体
の
原
理

　

日
蓮
は
ど
の
よ
う
な
理
由
で
一
代
諸
経
中
に
た
だ
法
華
経
だ
け
を
最
勝
な
る
経

典
で
あ
る
と
信
奉
す
る
か
。

五
重
相
対

　

日
蓮
は
法
華
経
の
地
位
を
明
か
そ
う
と
、
内
外
、
大
小
、
権
実
、
本
迹
、
教
観

等
、〔『
開
目
抄
』
所
説
の
〕
五
重
相
対
と
い
う
規
範
を
も
っ
て
、
従
浅
至
深
、
捨

劣
取
勝
の
過
程
を
み
せ
て
い
る
。

　

一
、
内
外
相
対
と
い
う
の
は
、
儒
教
等
の
外
道
と
仏
教
を
相
対
さ
せ
て
み
る
と
、

儒
教
は
仏
教
に
及
ば
ぬ
浅
劣
の
教
で
あ
る
た
め
、
こ
れ
を
捨
て
て
仏
教
を
取
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

二
、
大
小
相
対
と
い
う
の
は
、
仏
教
内
に
お
い
て
も
、
小
乗
教
と
大
乗
教
を
比

較
す
れ
ば
、
小
乗
は
浅
略
教
で
、
大
乗
は
深
広
教
で
あ
る
た
め
、
前
者
を
捨
て
て

後
者
を
取
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

三
、
権
実
相
対
と
い
う
の
は
、
大
乗
教
の
中
に
お
い
て
も
、
ま
た
権
大
乗
と
実

大
乗
と
の
区
別
が
あ
る
も
の
で
、
権
は
方
便
権
化
の
義
、
即
ち
仏
陀
が
説
法
さ
れ
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二
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る
中
、
出
世
の
本
懐
で
あ
る
真
実
教
に
一
切
衆
生
を
誘
導
す
る
為
め
の
方
便
的
な

説
法
の
形
式
を
取
っ
た
経
を
指
す
も
の
で
あ
り
、
実
と
い
う
の
は
、
究
竟
真
実
の

義
を
も
っ
て
仏
陀
の
本
懐
で
あ
る
真
実
教
を
い
う
も
の
で
、
こ
の
両
教
の
勝
劣
を

比
較
す
れ
ば
、
実
大
乗
が
殊
勢
な
る
こ
と
は
多
言
を
不
要
と
す
る
た
め
に
、
こ
れ

を
取
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

四
、
本
迹
相
対
と
い
う
の
は
、
一
代
諸
経
中
の
真
実
教
で
あ
る
『
法
華
経
』
二

十
八
品
中
に
お
い
て
、
前
十
四
品
は
こ
れ
を
従
本
垂
迹
の
教
と
い
う
意
味
か
ら
迹

門
と
称
し
て
、
後
十
四
品
は
迹
に
対
す
る
本
源
と
い
う
意
味
か
ら
本
門
と
称
し
て
、

こ
の
本
門
が
殊
勝
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

五
、
教
観
相
対
と
い
う
の
は
、
法
華
経
本
門
上
に
お
い
て
、
ま
た
教
相
門
と
観

心
門
に
両
分
し
て
、
教
劣
観
勝
な
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
観
心
門
を
取
る
べ
き
で

あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
五
重
相
対
中
、
第
三
権
実
相
対
に
お
い
て
、
法
華
実
教
が
諸
経
中
、

最
勝
経
で
あ
る
地
位
を
明
か
し
て
、
こ
の
実
教
で
あ
る
法
華
経
上
に
お
い
て
、
ま

た
本
迹
、
教
観
の
二
重
相
対
を
も
っ
て
、
法
華
経
の
深
理
と
釈
迦
出
世
の
本
懐
を

指
摘
し
て
、
こ
れ
を
も
っ
て
五
濁
悪
世
の
末
法
時
代
に
相
応
す
る
宗
教
で
あ
る
と

主
張
し
た
の
で
あ
る
。

法
華
経
の
二
大
要
旨

　

そ
れ
で
は
法
華
経
が
一
代
諸
経
中
に
お
い
て
実
教
で
あ
る
所
以
は
ど
の
よ
う
な

点
に
あ
る
も
の
か
。
も
し
そ
の
理
由
が
明
白
で
な
け
れ
ば
、
五
重
相
対
は
無
意
味

な
規
範
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
疑
心
す
る
こ
と
な
か
れ
、
日
蓮
が
ど

う
し
て
無
根
之
説
を
も
っ
て
法
華
経
だ
け
を
偏
讃
し
よ
う
か
。

　

日
蓮
は
爾
前
諸
大
乗
経
の
欠
点
を
挙
げ
て
い
う
に
は
「
華
厳
乃
至
〔
般
若
〕
大

日
経
等
は
、
二
乗
作
仏
を
隠
す
の
み
な
ら
ず
、
久
遠
実
成
も
説
か
れ
な
か
っ
た
。

此
れ
等
の
諸
経
に
二
失
が
あ
る
に
、「
一
、「
行
布
を
存
す
る
故
に
か
え
っ
て
権
を

未
開
す
る
に
」
迹
門
の
一
念
三
千
を
隠
し
た
の
で
あ
り
。
二
、「
始
成
を
い
う
故
に

か
え
っ
て
〔
垂
〕
迹
を
未
払
〔
＝
未
発
〕
す
る
に
」
迹
門
〔
＝
本
門
の
誤
り
〕
の

久
遠
を
隠
し
た
の
で
あ
る
。
此
れ
等
の
二
大
法
は
一
代
の
綱
骨
、
一
切
経
の
心
髄

で
あ
る
（
（1
（

」
（
（1
（

」（『
開
目
抄
』〔『
定
遺
』
五
五
二
〕）〔
と
〕。

　

一
切
衆
生
を
残
さ
ず
に
救
済
す
る
こ
と
が
大
乗
仏
教
の
根
本
精
神
で
あ
る
。
と

こ
ろ
が
、
法
華
爾
前
の
諸
種
の
大
乗
経
に
お
い
て
は
、
二
乗
作
仏
の
原
理
と
釈
尊

の
久
遠
実
成
の
義
が
説
か
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
一
代
蔵
経
に
、
た
と
い
千
言

万
語
が
羅
列
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
い
く
ら
河
海
の
よ
う
な
深
遠
な
哲
理
が
論
明
し

て
あ
る
と
い
え
ど
も
、
も
し
一
切
衆
生
が
救
済
さ
れ
な
い
で
、
ま
た
一
切
衆
生
の

救
済
主
で
あ
る
釈
迦
世
尊
の
根
本
が
確
実
で
な
け
れ
ば
、
そ
れ
は
一
種
の
空
理
空

論
に
不
過
す
る
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
に
い
う
二
乗
作
仏
の
原
理
と
い
う
の
は
、
こ
れ
が
す
な
わ
ち
一
切
衆
生
悉

皆
成
仏
の
原
理
で
あ
る
。
二
乗
と
い
う
の
は
声
聞・

縁
覚
を
い
う
こ
と
で
、
爾
前

諸
経
に
お
い
て
は
、
こ
の
二
乗
ら
は
敗
根
腐
種
之
機
と
し
て
作
仏
す
る
余
望
が
な

い
と
断
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
ど
の
よ
う
に
し
て
敗
根
腐
種
と
い
う
断
定
を
受
け
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

阿
含
経
の
よ
う
な
小
乗
教
の
説
法
だ
け
を
聴
い
て
い
た
小
乗
教
徒
た
ち
は
、
た
だ

阿
羅
漢
果
を
証
得
す
る
こ
と
で
、
最
高
目
的
を
な
す
の
み
で
あ
り
、
仏
果
を
証
得
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二
六

す
る
よ
う
な
大
志
は
全
然
抛
棄
す
る
故
に
、
こ
の
よ
う
な
小
乗
的
固
執
を
打
破
す

る
こ
と
が
爾
前
諸
経
の
目
的
で
あ
っ
た
。

　

換
言
す
れ
ば
、
法
華
実
教
に
誘
導
す
る
前
段
階
的
存
在
が
即
ち
爾
前
諸
経
で
あ
っ

た
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
法
華
経
に
入
っ
て
く
る
前
に
は
、
い
ま
だ
あ
り
得
な

い
説
法
で
あ
る
た
め
、
説
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
仏
陀
出
世
の
本
懐
上

に
お
い
て
も
、
ま
た
人
生
最
大
の
目
的
の
為
め
に
も
、
法
華
の
説
法
は
あ
る
べ
き

な
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
法
華
経
に
入
っ
て
き
て
、
漸
く
一
切
衆
生
悉
皆
成
仏
、

即
ち
二
乗
作
仏
の
原
理
を
説
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
二
乗
作
仏
の
原
理
と
い
う
の
は
何
か
。
そ
れ
は
一
念
三
千
の
原
理
が

即
ち
そ
れ
で
あ
り
、
法
華
経
迹
門
十
四
品
中
、
第
二
方
便
品
に
説
か
れ
て
い
る
。

即
ち
、
経
文
に
、

仏
所
成
就
の
第
一
希
有
難
解
之
法
は
、
唯
仏
与
仏
が
乃
能
究
尽
諸
法
実
相
す

る
に
、
所
謂
諸
法
は
、
如
是
相
、
如
是
性
、
如
是
体
、
如
是
力
、
如
是
作
、

如
是
因
、
如
是
縁
、
如
是
果
、
如
是
報
、
如
是
本
末
、
究
竟
等
で
あ
る
（
（1
（

。〔『
大

正
』
九・

五
下
〕

と
あ
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
経
文
を
指
し
て
古
来
よ
り
諸
法
実
相
の
文
、
ま

た
は
十
如
是
の
文
と
い
う
の
で
あ
る
。
右
の
経
文
を
経
文
通
り
に
み
る
の
で
は
、

一
念
三
千
の
理
論
が
あ
ら
わ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
支
那
の
天
台
智

者
に
依
れ
ば
、
こ
の
十
如
是
の
文
が
一
念
三
千
の
基
礎
で
あ
り
、
一
念
三
千
が
即

ち
諸
法
の
実
相
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
一
念
三
千
の
理
論
は
元
来
智
顗
の
学

説
で
あ
る
た
め
、
以
下
に
論
ず
る
実
相
章
に
譲
る
こ
と
に
し
て
（
（1
（

、
こ
こ
で
は
諸
法

実
相
の
意
義
を
ま
ず
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

諸
法
と
い
う
の
は
、
世
間
と
出
世
間
の
一
切
万
法
を
い
う
こ
と
で
、
即
ち
差
別

的
な
諸
現
象
、
随
縁
の
事
相
が
そ
れ
で
あ
り
、
ま
た
実
相
と
い
う
の
は
、
諸
法
の

真
実
な
る
体
相
を
い
う
こ
と
で
、
即
ち
平
等
的
な
実
在
不
変
の
理
で
あ
る
。
諸
法

と
実
相
を
分
離
し
て
論
ず
れ
ば
こ
の
よ
う
で
あ
る
が
、
し
か
し
諸
法
を
離
れ
て
実

相
が
あ
る
の
で
は
な
く
、
ま
た
実
相
を
離
れ
て
諸
法
が
別
に
あ
る
の
で
は
な
い
。

『
法
華
経
玄
義
』
巻
八
下
に
、

諸
法
は
既
是
実
相
之
異
名
で
あ
り
、
而
実
相
之
当
体
で
あ
る
。
又
実
相
は
亦

是
諸
法
〔
之
〕
異
名
で
あ
り
、
而
諸
法
之
当
体
で
あ
る
（
（1
（

。〔『
大
正
』
三
三・

七
八
三
中
〕

と
し
た
の
が
こ
の
意
味
を
言
っ
た
の
で
あ
る
。
方
便
品
に
「
是
法
住
法
位　

世
間

相
常
住
（
（1
（

」〔『
大
正
』
九・

九
中
〕
と
も
あ
る
通
り
、
こ
こ
に
「
是
法
」
と
い
う
の

は
、
差
別
的
な
現
象
界
の
一
切
諸
法
を
意
味
す
る
の
で
あ
り
、
ま
た
「
法
位
」
と

い
う
の
は
、
円
融
平
等
な
る
実
相
の
位
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、
諸
法
が

実
相
の
理
位
に
住
す
る
故
に
、
差
別
的
な
〔
世
〕
間
相
そ
の
ま
ま
が
常
住
不
変
す

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
日
蓮
の
『
諸
法
実
相
鈔
』
に
「
地
獄
は
地
獄
の
相
を
み

せ
る
の
が
実
の
相
で
あ
り
、
餓
鬼
の
相
に
変
ず
る
の
は
地
獄
の
実
相
で
は
な
い
。

仏
は
仏
の
相
、
凡
夫
は
凡
夫
の
相
、
万
法
当
体
の
相
が
妙
法
蓮
華
経
の
当
体
〔
な

り
〕
と
す
る
こ
と
を
諸
法
実
相
と
い
う
の
で
あ
る
（
（2
（

」〔『
定
遺
』
七
二
五
〕
と
し
た
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の
も
、
亦
た
是
れ
同
一
な
る
意
味
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
天
台
智
者
は
、
こ
の
諸
法
実
相
の
義
、
即
ち
諸
法
が
す
な
わ
ち
実

相
で
あ
る
と
い
う
意
義
を
具
体
的
に
論
じ
た
の
が
、
即
ち
一
念
三
千
論
で
あ
る
。

そ
し
て
諸
法
実
相
の
相
と
い
う
の
は
、
客
観
的
諸
法
の
同
体
の
理
論
で
あ
り
、
一

念
三
千
と
い
う
の
は
、
主
観
的
に
諸
法
の
同
体
を
理
証
す
る
こ
と
で
あ
る
。
諸
法

の
同
体
と
い
う
の
は
、
多
言
を
要
す
る
ま
で
も
な
く
、
理
即
事
、
事
即
理
、
現
象

即
本
体
、
本
体
即
現
象
、
事
事
、
物
物
の
当
相
即
体
、
当
体
全
是
を
意
味
す
る
こ

と
で
、
こ
れ
を
も
し
主
観
的
に
み
れ
ば
、
仏
陀
即
凡
夫
で
あ
り
、
凡
夫
即
仏
陀
で

あ
る
。
こ
の
凡
即
仏
、
仏
即
凡
の
原
理
が
、
即
ち
一
念
三
千
論
で
あ
る
。

　
『
開
目
抄
』
に
「
仏
に
な
る
こ
と
〔
＝
道
〕
は
、
華
厳
の
唯
心
法
界
、
三
論
の
八

不
、
法
相
の
唯
識
、
真
言
の
五
輪
観
等
も
、
実
に
契
合
さ
れ
る
と
も
み
え
な
い
。

但
だ
天
台
の
一
念
三
千
こ
そ
仏
に
な
る
道
で
あ
る
と
み
え
る
に
、
こ
の
一
念
三
千

も
我
等
一
分
の
慧
解
も
な
い
が
、
し
か
し
一
代
経
の
経
中
に
は
、
こ
の
経
だ
け
は

一
念
三
千
の
玉
を
い
だ
い
た
。
余
経
の
理
は
玉
の
よ
う
な
黄
石
で
あ
る
。
沙
を
し

ぼ
っ
て
も
油
が
出
て
こ
ず
、
石
女
に
子
息
が
い
な
い
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
諸
経

は
智
者
も
な
お
仏
に
な
る
が
、
此
の
経
は
愚
人
も
仏
因
を
植
え
る
に
、
解
脱
を
求

め
な
い
が
、
解
脱
は
自
ず
と
成
ず
（
（2
（

」〔『
定
遺
』
六
〇
四
〕
と
し
て
、
一
念
三
千
を

も
っ
て
真
実
な
る
仏
種
と
し
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
一
念
三
千
の
原
理
は
、
一
代
諸
経
中
、
た
だ
法
華
経
方
便
品
に
だ

け
あ
る
と
い
う
の
が
天
台
智
者
の
卓
見
で
あ
り
、
ま
た
こ
の
思
想
を
継
承
し
て
、

二
乗
作
仏
の
原
理
で
あ
る
こ
と
を
鼓
吹
し
た
の
が
、
即
ち
日
蓮
で
あ
る
。

　

天
台
と
日
蓮
が
こ
の
よ
う
に
主
張
す
る
の
は
決
し
て
憶
見
で
は
な
い
。
方
便
品

に
「
諸
仏
如
来　

以
方
便
方
〔
＝
力
の
誤
り
〕　

於
一
仏
来
〔
＝
乗
の
誤
り
〕　

分

別
説
三
（
（2
（

」〔『
大
正
』
九・

七
中
〕
と
あ
っ
た
り
、
ま
た
「
十
方
仏
土
中　

唯
有
一

乗
法　

無
二
亦
無
三
（
（2
（

」〔『
大
正
』
九・

八
上
〕
と
あ
る
経
文
に
依
っ
て
主
張
す
る

の
で
あ
る
。
即
ち
、
仏
陀
が
法
華
以
前
の
諸
経
に
お
い
て
三
乗
が
あ
る
と
説
い
た

の
は
、
方
便
と
し
て
そ
の
よ
う
に
言
っ
た
の
で
あ
り
、
出
世
の
本
懐
を
発
表
す
る

法
華
経
に
至
っ
て
は
「
正
直
捨
方
便　

但
説
無
上
道
（
（2
（

」〔『
大
正
』
九・

十
上
〕
と

す
る
に
、
そ
の
い
う
と
こ
ろ
の
無
上
道
と
い
う
の
は
、
即
ち
一
切
衆
生
が
悉
皆
成

仏
す
る
と
い
う
成
仏
道
を
教
え
る
の
で
あ
る
。

　

仏
陀
が
「
諸
仏
世
尊
は
た
だ
一
大
事
因
縁
の
為
め
に
世
上
に
出
現
さ
れ
た
と
こ

ろ
、
そ
の
一
大
事
因
縁
と
い
う
の
は
、
欲
令
衆
生
開
仏
知
見
し
て
、
欲
示
衆
生
仏

之
知
見
し
て
、
欲
令
衆
生
悟
仏
知
見
し
て
、
欲
令
衆
生
入
仏
知
見
道
す
る
（
（2
（

」
と
い

う
こ
と
を
い
う
も
の
で
、
こ
れ
が
所
謂
四
仏
知
見
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は

要
す
る
に
、
如
何
に
す
れ
ば
一
切
衆
生
を
し
て
悉
く
仏
道
を
成
就
せ
し
め
よ
う
か
、

い
な
、
成
就
さ
せ
る
為
め
に
出
世
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
仏
道
を
成
就
さ

せ
る
た
め
の
原
理
が
、
即
ち
諸
法
実
相
、
一
念
三
千
で
あ
る
。

第
三
項　

釈
尊
の
本
源

　

釈
尊
は
三
十
五
歳
の
時
に
成
道
し
た
後
、
四
十
五
年
間
（
（2
（

、
教
化
生
活
を
な
さ
れ

る
に
、
此
の
間
に
説
法
し
た
内
容
に
関
し
て
、
天
台
智
者
は
、
華
厳
、
阿
含
、
方

等
、
般
若
、
法
華
涅
槃
等
の
経
を
順
次
に
説
い
た
と
し
て
、
こ
れ
を
五
時
教
と
す

る
。
そ
し
て
前
述
し
た
通
り
、
法
華
経
に
は
本
迹
二
門
〔
＝
本
迹
相
対
〕
が
あ
る



金
東
華
に
依
る
「
日
蓮
の
「
仏
界
縁
起
説
」
に
つ
い
て
」
の
訳
注
（
上
）（
金
炳
坤
）

二
八

と
す
る
。
と
こ
ろ
で
、
法
華
経
の
本
門
以
前
ま
で
の
諸
経
を
説
い
た
仏
陀
は
、
こ

れ
を
迹
仏
と
称
し
て
、
本
門
を
説
い
た
仏
陀
は
、
こ
れ
を
本
仏
と
称
し
て
区
別
す

る
。

　

そ
れ
で
は
本
迹
の
意
義
は
何
か
。
迹
は
垂
迹
の
義
で
あ
り
、
本
は
本
地
の
義
に

し
て
、
こ
れ
は
釈
迦
牟
尼
仏
の
本
源
に
関
す
る
問
題
で
あ
る
。

　

も
し
天
台
の
意
思
に
依
っ
て
釈
尊
を
歴
史
的
に
み
れ
ば
、
伽
耶
城
に
お
い
て
成

道
し
た
後
、
四
十
余
年
間
、
華
厳
、
阿
含
、
方
等
、
般
若
等
の
諸
経
を
説
い
た
こ

と
、
こ
れ
は
従
浅
至
深
の
順
序
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
順
序
を
取
っ
た
の
は
、
聴

法
衆
生
た
ち
の
根
機
に
順
応
し
た
か
ら
で
、
す
で
に
般
若
経
の
説
法
を
聴
い
た
大

衆
た
ち
は
、
そ
の
根
機
が
調
熟
さ
れ
て
真
実
教
で
あ
る
法
華
の
説
法
を
聴
聞
す
る

実
力
が
あ
る
〔
＝
具
わ
る
〕
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
う
し
て
法
華
会
上
に
お
い
て
釈
尊
は
、
爾
前
諸
経
の
説
法
時
で
は
敗
根
腐
種

と
し
て
弾
訶
し
た
二
乗
ら
に
対
し
て
皆
な
悉
く
成
仏
す
る
と
許
さ
れ
る
に
、
こ
れ

が
所
謂
会
三
帰
一
、
ま
た
は
開
権
顕
実
と
称
す
る
も
の
で
、
法
華
経
迹
門
十
四
品

の
要
旨
は
こ
れ
に
あ
る
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
釈
尊
と
い
え
ば
、
伽
耶
近
成
の
仏
陀
で
あ
る
と
釈
尊
自
身
も
自
ら
説

い
た
の
で
あ
り
、
他
人
も
ま
た
そ
の
よ
う
に
知
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
あ
っ

た
こ
と
が
、
本
門
に
至
っ
て
は
、
伽
耶
近
成
の
新
仏
で
は
な
く
、
久
遠
実
成
の
古

仏
で
あ
る
と
、
そ
の
本
地
本
源
を
明
か
す
に
、
こ
れ
が
即
ち
発
迹
顕
本
、
開
近
顕

遠
と
い
う
こ
と
で
、
晴
天
の
霹
靂
の
よ
う
に
難
信
難
解
な
る
一
大
宣
言
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
寿
量
品
に
お
い
て
も
三
誡
三
請
〔
＝
『
大
正
』
九・

四
二
中
〕
の

鄭
重
な
る
形
式
を
取
っ
て
、
こ
れ
を
宣
言
し
た
の
で
あ
る
。

　

今
、
如
来
寿
量
品
所
説
の
要
旨
を
紹
介
す
れ
ば
、
そ
れ
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　
「
釈
尊
が
自
ら
言
わ
れ
る
に
は
、「
一
切
世
間
の
天
人
〔
及
び
〕
阿
修
羅
等
が
皆

な
想
う
に
、
釈
迦
牟
尼
仏
は
釈
氏
の
宮
を
出
で
て
伽
耶
城
を
去
る
こ
と
不
遠
に
し

て
、
道
場
に
坐
し
て
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
を
得
た
」
と
、
し
か
し
其
の
実
は
そ

の
よ
う
な
こ
と
で
は
な
く
、
我
れ
は
実
に
成
仏
し
て
よ
り
無
量
無
辺
百
千
万
億
那

由
他
劫
に
し
て
、
こ
れ
を
譬
喩
す
れ
ば
、
五
百
千
万
億
那
由
他
阿
僧
祇
の
三
千
大

千
世
界
を
、
仮
使
い
有
る
人
が
壊
し
て
微
塵
と
作
し
て
持
っ
て
東
方
へ
五
百
千
万

〔
億
〕
那
由
他
阿
僧
祇
の
国
を
過
ぎ
て
こ
こ
に
一
塵
を
落
と
し
て
、
こ
の
よ
う
に
東

行
し
な
が
ら
こ
の
微
塵
が
尽
き
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
世
界
の
数
を
可よ

く
計
量
し
得

よ
う
か
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
我
々
の
凡
智
と
し
て
は
知
り
得
な
い
の
み
な
ら
ず
、

声
聞
と
辟
支
仏
の
無
漏
智
を
も
っ
て
も
能
く
思
惟
し
得
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ま

た
不
退
転
の
地
位
、
即
ち
初
地
以
上
の
菩
薩
た
ち
も
な
お
知
り
得
な
い
数
で
あ
る
。

の
み
な
ら
ず
、
こ
の
諸
々
の
世
界
、
即
ち
微
塵
が
落
ち
た
世
界
や
落
ち
て
い
な
い

諸
々
の
世
界
を
ま
た
さ
ら
に
微
塵
と
作
し
て
、
微
塵
を
し
て
一
劫
に
す
れ
ば
、
我

が
成
仏
し
た
の
は
、
こ
の
数
よ
り
も
超
過
す
る
こ
と
、
実
に
百
千
万
億
那
由
他
阿

僧
祇
劫
に
し
て
、
我
れ
は
そ
れ
以
来
に
、
こ
の
娑
婆
世
界
に
常
住
し
な
が
ら
衆
生

を
教
化
し
て
、
ま
た
余
処
の
百
千
万
億
那
由
他
阿
僧
祇
の
国
に
お
い
て
も
衆
生
を

教
導
利
益
し
て
き
て
い
る
さ
中
で
あ
る
。
…
…
こ
の
よ
う
に
我
れ
は
成
仏
し
て
よ

り
甚
大
久
遠
で
あ
り
、
寿
命
が
無
量
に
し
て
阿
僧
祇
劫
を
常
住
不
滅
す
る
。
我
れ

が
本
来
、
菩
薩
道
を
行
じ
て
成
ぜ
し
と
こ
ろ
の
寿
命
は
、
今
も
な
お
尽
き
な
い
の

み
な
ら
ず
、
さ
ら
に
上
述
し
た
数
に
も
倍
加
す
る
の
で
あ
る
（
（2
（

」
と
、
こ
の
よ
う
な

こ
と
が
開
近
顕
遠
な
る
釈
尊
の
寿
命
説
で
あ
る
。
即
ち
、
伽
耶
近
成
の
釈
尊
は
迹



身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
第
二
十
二
号
　
令
和
三
年
十
月

二
九

仏
で
あ
り
、
寿
量
品
に
発
迹
顕
本
さ
れ
た
仏
陀
は
前
仏
を
垂
迹
し
た
久
遠
本
仏
で

あ
る
。

　

寿
量
品
所
顕
の
仏
身
を
古
来
よ
り
ど
の
よ
う
に
み
て
き
た
か
。
印
度
の
世
親
は
、

彼
の
著
『
法
華
論
』
に
、
応
化
身
、
報
身
、
法
身
の
三
身
が
具
足
し
て
い
る
と
み

た
の
で
あ
る
（
（2
（

。

　

も
し
寿
量
品
に
そ
の
根
拠
を
探
っ
て
み
れ
ば
、「
非
如
非
異
。
不
如
三
界
見
於
三

界
之
相
（
（2
（

」〔『
大
正
』
九・
四
二
下
〕
と
あ
る
の
は
、
偏
如
を
排
斥
し
て
円
如
を
顕

現
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
法
身
の
義
に
。「
又
如
来
如
実
知
見
三
界
之
相
（
（3
（

」

〔『
大
正
』
九・

四
二
下
〕
と
し
た
の
は
、
如
如
の
智
が
如
如
の
境
に
契
合
す
る
こ

と
を
示
す
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
報
身
の
義
に
。「
又
或
示
己
身
己
事
。
或
示
他

身
他
事
（
（3
（

」〔『
大
正
』
九・

四
二
下
〕
と
し
た
の
は
、
応
身
の
義
に
。
各
各
該
当
す

る
の
で
あ
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
（
（3
（

。

　

も
し
三
身
寿
量
の
長
短
を
み
れ
ば
、
化
身
仏
の
数
〔
＝
寿
の
誤
り
〕
量
は
有
始

有
終
で
あ
る
。
そ
れ
は
二
乗
人
の
為
め
に
王
宮
に
現
生
し
て
乃
至
双
林
に
示
寂
す

る
等
、
八
相
成
道
の
相
を
み
せ
る
か
ら
で
あ
る
。
報
身
仏
の
寿
量
は
有
始
無
終
で

あ
る
。
何
故
な
ら
ば
、
経
文
に
「
身
〔
＝
我
本
の
誤
り
〕
行
菩
薩
道
。
所
成
寿
命
。

今
猶
未
尽
（
（3
（

」〔『
大
正
』
九・

四
二
下
〕
と
あ
る
通
り
、
因
行
円
満
に
し
て
初
め
て

仏
果
を
証
す
る
故
に
有
始
で
あ
り
、
一
度
証
得
し
た
仏
果
は
湛
然
不
滅
す
る
の
で

あ
る
た
め
無
終
で
あ
る
。
法
身
仏
の
寿
量
は
無
始
無
終
で
あ
る
。
そ
れ
は
不
生
不

滅
す
る
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
（
（3
（

。

　

そ
れ
で
は
寿
量
品
所
顕
の
正
義
は
何
身
に
あ
る
か
。
こ
の
問
題
に
対
し
て
天
台

家
と
日
蓮
は
意
見
を
異
に
す
る
。

天
台
の
仏
身
観

　

も
し
天
台
宗
第
六
祖
で
あ
る
妙
楽
の
意
見
〔
＝
天
台
智
者
大
師
説
の
誤
り
〕
に

依
れ
ば
、「
正
在
報
身
」
と
い
う
の
で
あ
る
。「
何
故
な
ら
ば
、
こ
の
よ
う
に
み
る

の
が
義
便
文
会
す
る
か
ら
で
あ
る
と
い
う
。
義
便
と
い
う
の
は
、
報
身
の
知
慧
は
、

上
に
は
法
身
の
理
に
冥
合
し
て
、
下
に
は
応
身
の
用
に
契
当
し
て
、
三
身
が
宛
然

具
足
す
る
か
ら
で
あ
る
と
い
う
。
そ
の
次
に
文
会
と
い
う
の
は
、
経
文
に
「
我
成

仏
已
来
甚
大
久
遠
（
（3
（

」〔『
大
正
』
九・

四
二
下
〕
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、

能
く
三
世
に
衆
生
を
利
益
す
る
に
、
所
成
は
即
ち
法
身
で
あ
り
、
能
成
は
即
ち
報

身
に
し
て
、
こ
の
法
報
が
合
す
れ
ば
、
即
ち
応
身
が
あ
ら
わ
れ
、
能
く
衆
生
を
利

益
す
る
に
、
こ
れ
よ
り
推
し
て
み
れ
ば
、
寿
量
品
の
正
義
は
報
身
仏
の
功
徳
を
論

ず
る
と
こ
ろ
に
あ
る
（
（3
（

」〔『
妙
法
蓮
華
経
文
句
』『
大
正
』
三
四・

一
二
九
上
〕
と
い

う
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
三
身
を
、
も
し
本
迹
に
区
分
し
て
み
れ
ば
、
応
身
は
迹
仏
で
あ

り
、
法
報
二
身
は
本
身
〔
＝
本
仏
の
誤
り
〕
で
あ
る
。
即
ち
応
身
は
伽
耶
近
成
で

あ
り
、
法
報
二
身
は
久
遠
実
成
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
み
れ
ば
、
三
身
が
各
別
し
て
彼
此
が
甚
だ
相
異
な
る
も
の
の
よ
う

に
聞
こ
え
る
。
し
か
し
、「
非
迹
な
ら
ば
、
無
以
顕
本
な
る
に
、
本
迹
が
雖
殊
な
る

も
、
不
思
議
は
一
（
（3
（

」
と
解
釈
す
る
通
り
、
三
身
は
一
体
不
離
の
関
係
に
あ
る
。
即

ち
応
身
は
迹
仏
で
あ
り
、
法
報
は
本
仏
で
あ
る
と
い
う
が
、
甚
大
久
遠
な
る
本
仏

の
垂
迹
し
た
の
が
法
身
〔
＝
応
身
の
誤
り
〕
で
あ
る
た
め
、
こ
の
応
身
も
ま
た
甚

大
久
遠
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
発
迹
顕
本
、
開
迹
顕
本
す
れ
ば
、
三
身



金
東
華
に
依
る
「
日
蓮
の
「
仏
界
縁
起
説
」
に
つ
い
て
」
の
訳
注
（
上
）（
金
炳
坤
）

三
〇

が
皆
な
久
遠
で
あ
る
と
み
る
こ
と
が
論
理
上
当
然
で
あ
る
。
三
身
共
に
久
遠
甚
大

な
る
こ
と
を
、
本
時
の
三
身
ま
た
は
無
作
三
身
と
い
う
の
で
あ
る
。

日
蓮
の
仏
身
観

　

そ
れ
で
は
日
蓮
は
、
こ
の
寿
量
品
所
顕
の
仏
身
を
ど
の
よ
う
に
み
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
こ
れ
に
関
し
て
は
文
上
、
文
底
に
分
け
て
み
て
い
る
。
経
に
「
然
我
実
成

仏
己
〔
＝
已
の
誤
り
〕
来
。
過
五
百
塵
点
劫
（
（3
（

」〔『
大
正
』
九・

四
二
下
〕
と
あ
る

の
は
、
そ
の
仏
寿
が
、
有
始
無
終
な
る
始
覚
如
来
と
み
る
に
、
こ
れ
は
文
上
の
義

で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
文
底
と
い
う
の
は
、
こ
の
経
文
の
奥
底
に
深
蔵
さ
れ
た

深
義
を
発
見
し
た
こ
と
を
い
う
も
の
で
、
そ
れ
を
無
始
無
終
、
本
覚
無
作
の
本
仏

で
あ
る
と
す
る
。

　
『
授
職
潅
頂
口
伝
鈔
』
に
「
こ
の
三
身
は
、
た
と
い
無
始
本
覚
の
三
身
で
は
あ
る

も
、
暫
時
、
五
百
塵
点
劫
の
成
仏
を
立
て
る
（
（3
（

」〔『
定
遺
』
八
〇
一
〕
と
し
た
通
り
、

寿
量
品
の
文
上
か
ら
み
て
は
、
五
百
塵
点
劫
の
前
に
実
成
し
た
仏
で
あ
る
た
め
に
、

有
始
で
あ
る
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
其
の
実
は
無
始
本

覚
の
本
地
三
身
な
る
こ
と
を
五
百
塵
点
劫
と
い
う
譬
喩
に
寄
せ
て
無
始
の
義
を
表

現
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
天
台
の
三
身
と
日
蓮
の
三
身
観
の
間
に
、
そ
の
相

異
点
を
発
見
す
る
と
こ
ろ
が
な
い
よ
う
に
も
み
え
る
。
即
ち
、
天
台
家
に
お
い
て

も
本
有
の
無
作
三
身
で
あ
る
と
し
、
日
蓮
も
ま
た
本
有
の
無
作
三
身
で
あ
る
と
い

う
に
、
何
が
相
異
な
る
点
で
あ
ろ
う
か
。
古
来
よ
り
竹
膜
之
隔
（
（4
（

と
し
た
の
も
、
こ

の
点
を
指
称
す
る
の
で
あ
る
。

　

今
、
一
言
で
そ
の
相
異
点
を
指
摘
す
れ
ば
、
天
台
は
文
上
に
立
脚
し
た
理
論
の

三
身
論
で
あ
り
、
日
蓮
は
文
底
に
立
脚
し
た
事
上
の
三
身
論
で
あ
る
。

　

即
ち
、
天
台
は
五
百
塵
〔
点
〕
劫
と
い
う
経
文
に
依
拠
し
て
、
仏
身
の
中
心
を

報
身
に
置
き
、
こ
の
報
身
が
中
間
に
お
い
て
、
常
住
す
る
法
身
に
上
冥
し
て
、
無

常
な
る
応
化
身
に
下
契
す
る
智
慧
に
依
っ
て
、
無
作
三
身
を
論
ず
る
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
日
蓮
は
、
そ
の
よ
う
な
経
文
に
拘
束
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
そ
の
文
底
に

秘
沈
さ
れ
た
本
有
無
作
三
身
の
実
事
に
立
脚
し
て
、
三
身
が
皆
な
無
始
無
終
、
本

有
無
作
常
住
不
滅
す
る
も
の
で
あ
る
と
論
ず
る
。
即
ち
法
身
は
本
有
無
作
の
本
体

で
あ
り
、
報
身
は
本
有
無
作
の
智
性
で
あ
り
、
応
身
は
本
有
無
作
の
慈
相
で
あ
る

と
み
る
の
で
あ
る
。

　

天
台
は
寿
量
品
開
顕
が
報
身
に
あ
る
と
み
る
の
に
対
し
て
、
日
蓮
は
む
し
ろ
応

身
常
住
に
あ
る
と
み
る
の
で
あ
る
。

　

日
蓮
は
こ
の
よ
う
に
そ
の
思
想
の
根
拠
を
法
華
経
の
本
門
寿
量
品
に
置
い
て
、

こ
れ
に
よ
り
一
代
蔵
経
を
評
論
し
て
、
ま
た
そ
の
信
仰
を
樹
立
し
て
い
る
。

　
『
開
目
抄
』
に
「
迹
門
方
便
品
は
一
念
三
千
、
二
乗
作
仏
を
説
い
て
、
爾
前
二
種

の
失
の
一
を
脱
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
い
ま
だ
発
迹
顕
本
し
な
け
れ
ば
、
真

実
な
る
一
念
三
千
も
あ
ら
わ
れ
ず
、
二
乗
作
仏
も
定
ま
ら
な
い
の
で
あ
る
。
水
中

の
月
を
み
る
よ
う
な
も
の
で
、
根
の
な
い
草
が
波
上
に
浮
か
ぶ
よ
う
な
も
の
で
あ

る
。
本
門
に
至
り
「
始
成
正
覚
が
破
ら
れ
れ
ば
、
四
教
の
果
を
破
る
。
四
教
の
果

を
破
れ
ば
、
四
教
の
因
が
破
ら
れ
る
。
爾
前
迹
門
の
十
界
の
因
果
を
打
破
し
て
、

本
門
の
十
界
の
因
果
を
説
き
あ
ら
わ
す
に
、
こ
れ
が
即
ち
本
因
本
果
の
法
門
で
あ

る
」
（
（4
（

」〔『
定
遺
』
五
五
二
〕
と
し
た
通
り
、
本
門
の
久
遠
本
仏
の
開
顕
が
な
け
れ



身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
第
二
十
二
号
　
令
和
三
年
十
月

三
一

ば
、
迹
門
所
談
の
二
乗
作
仏
の
原
理
で
あ
る
一
念
三
千
説
も
一
種
の
空
理
空
論
に

不
過
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
に
、
そ
の
理
由
は
、
久
遠
本
仏
は
、
こ
の
一
念
三

千
の
理
の
実
証
者
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
本
源
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

ま
た
『
開
目
抄
』
に
「
こ
の
よ
う
に
し
て
回
顧
す
れ
ば
、
華
厳
経
の
台
上
十
方
、

阿
含
経
の
〔
小
〕
釈
迦
、
方
等
、
般
若
、
金
光
明
〔
経
〕、
阿
弥
陀
経
、
大
日
経
等

の
権
仏
等
は
、
こ
の
寿
量
仏
の
天
月
が
、
暫
時
、
影
を
大
小
の
器
に
う
つ
っ
た
の

を
、
諸
宗
の
学
者
等
は
、
近
く
は
自
宗
に
迷
い
、
遠
く
は
『
法
華
経
』
の
寿
量
品

を
知
ら
ず
に
、
水
中
の
月
に
実
月
の
想
い
を
な
し
、
或
い
は
入
っ
て
取
ろ
う
と
し
、

或
い
は
縄
で
し
ば
ろ
う
と
す
る
。
天
台
云
わ
く
「
天
月
を
不
知
し
て
、
た
だ
池
月

だ
け
を
み
る
（
（4
（

」
（
（4
（

」〔『
定
遺
』
五
五
二
―
五
五
三
〕
等
と
し
た
こ
と
に
依
っ
て
、
日

蓮
の
仏
身
観
を
窺
い
知
る
の
で
あ
る
。

�

〔
下
に
続
く
〕

註（
１
）	

金
東
華
博
士
の
来
歴
に
つ
い
て
は
、
金
東
華
著・

李
光
雨
編
『
雷
虚
金
東
華
博
士
の

仏
教
思
想
と
実
践
』（
正
覺
寺
、
二
〇
〇
一
年
）
所
収
の
「
雷
虚
金
東
華
博
士
年
譜
及
び

著
作
目
録
」（
二
〇
〇
―
二
一
四
頁
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
２
）	

立
正
大
学
編
『
立
正
大
学
一
覧　

昭
和
七
年
三
月
一
日
現
在
』（
立
正
大
学
、
一
九
三

二
年
）
に
「
立
正
大
学　

専
門
部
／
昭
和
三
年
三
月
卒
業
（
七
十
五
名
）
／
○
宗
教
科

／
二
種
生
／
金
東
鎭　

朝
鮮
」（
一
一
三
頁
）
と
、
立
正
大
学
編
『
立
正
大
学
一
覧　

昭

和
十
七
年
度
』（
立
正
大
学
、
一
九
四
二
年
）
に
「
立
正
大
学　

学
部
／
昭
和
七
年
三
月

卒
業
／
○
宗
教
学
科
／
（
聴
講
生
）
金
東
鎭　

朝
鮮
」（
一
三
〇
頁
）
と
あ
る
。

	

ま
た
、
立
正
大
学
同
窓
会
名
簿
作
成
委
員
会
編
『
立
正
大
学
同
窓
会
会
員
名
簿　

昭
和

四
十
三
年
七
月
』（
立
正
大
学
同
窓
会
本
部
、
一
九
六
八
年
）
に
「
専
門
部
／
昭
和
三
年

三
月
卒
業
／
宗
学
〔
＝
教
の
誤
り
〕
科
／
○
金
東
華
（
東
鎮
）　

朝
鮮
尚
州
郡
尚
州
面
書

谷
里
村　

東
国
大
学
校
文
化
研
究
所
長
」（
七
五
頁
）
と
、「
文
学
部
／
昭
和
七
年
三
月

卒
業
／
宗
教
学
科
／
金
東
鎮　

朝
鮮
慶
尚
北
道
尚
州
郡
函
書
谷
里　

東
国
大
学
校
文
化

研
究
所
長
」（
十
二
頁
）
と
あ
る
。
そ
の
他
、
本
書
所
収
の
「
卒
業
生
索
引
」
に
は
「
金

東
鎮　

専
歴
地
〔
＝
立
正
大
学
専
門
部
歴
史
地
理
科
〕　

昭
一
〇
」（
三
七
五
頁
）
と
い

う
記
載
も
み
え
る
が
、
該
当
項
目
か
ら
は
見
当
た
ら
ず
、
立
正
大
学
同
窓
会
名
簿
作
成

委
員
会
編
『
立
正
大
学
同
窓
会
会
員
名
簿　

一
九
七
八
年
版
』（
立
正
大
学
同
窓
会
本

部
、
一
九
七
九
年
）
所
収
の
「
卒
業
生
索
引
」（
四
七
一
頁
）
で
は
、
こ
れ
を
挙
げ
な
い

た
め
に
単
な
る
誤
記
の
よ
う
で
あ
る
。

	

な
お
、
金
光
植
編
『
一
九
〇
〇
―
一
九
九
九　

韓
国
仏
教
一
〇
〇
年　

朝
鮮・

韓
国
仏

教
史
図
録
』（
皓
星
社
、
二
〇
一
四
年
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
二
一
五
．
東
京
朝
鮮
仏

教
留
学
生
の
卒
業
生
送
別
記
念
（
一
九
二
七
年
三
月
）」（
一
〇
八
頁
）
と
題
す
る
写
真

の
中
に
金
東
鎭
が
写
っ
て
い
る
が
、
写
真
で
は
僧
侶
の
身
な
り
で
は
な
い
。
確
か
な
こ

と
は
い
え
な
い
が
、「
金
東
華
」「
金
東
鎮
」
に
つ
い
て
は
、
同
名
異
人
の
可
能
性
を
含

め
て
再
考
の
余
地
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
３
）	

前
掲
の
『
立
正
大
学
一
覧　

昭
和
十
七
年
度
』
に
「
金
東
鎭　
（
研
究
主
題
）
法
相　
（
留

学
地
）
奈
良　
（
期
間
）
自
昭
和
七
年
四
月
至
昭
和
十
年
三
月
」（
二
〇
四
頁
）
と
あ
る
。

（
４
）	

前
掲
の
三
友
論
文
で
は
「『
立
正
大
学
一
覧　

昭
和
十
三
年
度
』
に
よ
る
と
、「
仏
教

学
」
を
担
当
し
て
い
る
」（
二
八
三
頁
）
と
指
摘
し
て
い
る
が
、
本
誌
は
筆
者
未
見
で
あ

る
。
こ
れ
が
前
掲
の
『
立
正
大
学
一
覧　

昭
和
十
七
年
度
』
所
収
の
「
前
教
職
員
／
二
、

教
員
」
の
項
目
（
一
一
三
―
一
一
七
頁
）
か
ら
は
、
そ
の
名
が
見
当
た
ら
な
い
。

（
５
）	

諸
点
淑
「
近
代
韓
国
仏
教
の
「
親
日
―
抗
日
」
の
言
説

―
朝
鮮
仏
教
に
お
け
る
「
親

日
」
を
め
ぐ
る
意
味
的
多
様
性

―
」（『
立
命
館
文
学
』
第
六
六
〇
号
、
二
〇
一
九
年
）

五
二
五
―
五
二
六
頁
参
照
。

（
６
）	
諸
点
淑
『
植
民
地
近
代
と
い
う
経
験

―
植
民
地
朝
鮮
と
日
本
近
代
仏
教

―
』（
法

藏
館
、
二
〇
一
八
年
）
一
一
〇
―
一
一
一
参
照
。

（
７
）	

身
延
山
学
園
同
窓
会
本
部
編
『
身
延
山
学
園
同
窓
生
名
簿　

平
成
九
年
版
』（
身
延
山

学
園
同
窓
会
本
部
、
一
九
九
七
年
）
の
「
昭
和
四
年
度
」
の
項
目
に
「
方
哲
原
（
大
韓
民



金
東
華
に
依
る
「
日
蓮
の
「
仏
界
縁
起
説
」
に
つ
い
て
」
の
訳
注
（
上
）（
金
炳
坤
）

三
二

国
）」（
四
頁
）
と
あ
る
。
方
哲
源
師
に
つ
い
て
は
別
稿
に
て
詳
述
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

（
８
）	
前
掲
の
『
立
正
大
学
一
覧　

昭
和
七
年
三
月
一
日
現
在
』（
八
四
―
九
三
頁
）
に
よ
る

と
、
立
正
大
学
の
学
部
及
び
立
正
大
学
専
門
部
に
お
い
て
「
天
台
学
」「
日
蓮
学
」「
法

華
経
教
学
史
」
を
担
当
し
て
い
た
の
は
、
磯
野
本
精
教
授
、
片
山
隨
英
教
授
、
北
尾
啓

玉
教
授
、
小
林
是
恭
教
授
、
清
水
龍
山
教
授
、
高
田
惠
忍
教
授
、
望
月
歡
厚
教
授
、
岩

田
敎
圓
講
師
、
布
施
浩
岳
講
師
、
山
川
智
應
講
師
で
あ
る
。

（
９
）	『
諌
暁
八
幡
抄
』「
我
弟
子
等
が
を
も
わ
く
、
我
が
師
は
法
華
經
を
弘
通
し
給
と
て
ひ

ろ
ま
ら
ざ
る
上
、
大
難
の
來
は
、
眞
言
は
國
を
ほ
ろ
ぼ
す・

念
佛
は
無
間
地
獄・

禪
は

天
魔
の
所
爲・

律
僧
は
國
賊
と
の
給
ゆ
へ
な
り
。」（『
定
遺
』
一
八
四
五
）
参
照
。

（
10
）	『
開
目
抄
』「
我
日
本
の
柱
と
な
ら
む
、
我
日
本
の
眼
目
と
な
ら
む
、
我
日
本
の
大
船

と
な
ら
む
、」（『
定
遺
』
六
〇
一
）。

（
11
）	（
丸
括
弧
）
は
著
者
に
よ
る
補
い
。
但
し
、
木
村
中
一
教
授
に
よ
る
と
、
宮
崎
英
修
編

『
日
蓮
辞
典
』（
東
京
堂
出
版
、
一
九
七
八
年
）
の
「
四
大
法
難
」
の
項
目
に
も
「
文
応

元
年
（
一
二
六
〇
）
八
月
二
七
日
の
松
葉
谷
法
難
、
弘
長
元
年
（
一
二
六
一
）
五
月
一

二
日
の
伊
豆
法
難
、
文
永
元
年
（
一
二
六
四
）
一
月
一
一
日
の
小
松
原
法
難
、
文
永
八

年
（
一
二
七
一
）
九
月
一
二
日
の
竜
口
法
難
（
佐
渡
流
罪
）」（
一
一
二
頁
）
と
あ
る
よ

う
に
、
四
度
目
の
法
難
に
つ
い
て
は
「
龍
口
の
斬
首
難
」
に
し
た
方
が
適
切
で
あ
ろ
う

と
い
う
。

（
12
）	『
開
目
抄
』「
旣
に
二
十
餘
年
が
間
此
法
門
を
申
に
、
日
々
月
々
年
々
に
難
か
さ
な
る
。

少
々
の
難
は
か
ず
し
ら
ず
。
大
事
の
難
四
度
な
り
。
二
度
は
し
ば
ら
く
を
く
、
王
難
す

で
に
二
度
に
を
よ
ぶ
。
今
度
は
す
で
に
我
身
命
に
及
。
其
上
弟
子
と
い
ひ
、
檀
那
と
い

ひ
、
わ
づ
か
の
聽
聞
の
俗
人
な
ん
ど
來
て
重
科
に
行
る
。
謀
反
な
ん
ど
の
者
の
ご
と

し
。」（『
定
遺
』
五
五
七
）。

（
13
）	

木
村
中
一
教
授
に
よ
る
と
、
こ
こ
の
五
大
部
の
順
序
は
『
録
内
御
書
』
の
そ
れ
で
あ

る
た
め
、
著
者
が
何
を
も
っ
て
御
書
を
拝
読
し
た
か
、
と
い
う
こ
と
が
窺
い
知
ら
れ
る

と
い
う
。
詳
し
く
は
、
木
村
中
一
「
近
世
刊
本
『
録
内
御
書
』
の
書
誌
学
的
研
究
」（『
大

学
院
年
報
』
第
二
十
号
、
二
〇
〇
二
年
）
等
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
14
）	

湛
然
述
『
法
華
玄
義
釈
籖
』
巻
第
十
九
「
自
云
始
成
。
存
行
布
故
。
仍
未
開
權
。
言

始
成
故
。
尙
未
發
迹
。
此
之
二
義
。
文
意
之
綱
骨
。
敎
法
之
心
髓
。」（『
大
正
』
三
三・

九
五
〇
下
）
参
照
。

（
15
）	『
開
目
抄
』「
華
嚴
乃
至
般
若・

大
日
經
〈
等
〉
は
二
乘
作
佛
を
隱
の
み
な
ら
ず
、
久

遠
實
成
を
說
か
く
さ
せ
給
へ
り
。
此
等
の
經
々
に
二
の
失
あ
り
。
一
に
は
存
行
布
故
仍

未
開
權
。
迹
門
の
一
念
三
千
を
か
く
せ
り
。
二
に
は
言
始
成
故
曾
未
發
迹
。
本
門
久
遠

を
か
く
せ
り
。
此
等
の
二
の
大
法
は
一
代
の
綱
骨・

一
切
經
の
心
髓
な
り
。」（『
定
遺
』

五
五
二
）。

（
16
）	「
方
便
品
第
二
」「
佛
所
成
就
第
一
希
有
難
解
之
法
。
唯
佛
與
佛
乃
能
究
盡
諸
法
實
相
。

所
謂
諸
法
如
是
相
。
如
是
性
。
如
是
体
。
如
是
力
。
如
是
作
。
如
是
因
。
如
是
緣
。
如

是
果
。
如
是
報
。
如
是
本
末
究
竟
等
。」（『
大
正
』
九・

五
下
）。

（
17
）	

金
東
華
『
佛
敎
學
槪
論
』（
寶
蓮
閣
、
一
九
八
四
年
）
の
第
二
篇
第
五
章
所
収
の
「
第

四
節　

諸
法
実
相
論
」（
三
八
一
―
四
〇
六
頁
）
参
照
。

（
18
）	『
妙
法
蓮
華
経
玄
義
』
巻
第
八
下
「
諸
法
旣
是
實
相
之
異
名
。
而
實
相
當
體
。
又
實
相

亦
是
諸
法
之
異
名
。
而
諸
法
當
體
。」（『
大
正
』
三
三・

七
八
三
中
）。

（
19
）	「
方
便
品
第
二
」「
是
法
住
法
位　

世
間
相
常
住
」（『
大
正
』
九・

九
中
）。

（
20
）	『
諸
法
実
相
鈔
』〔
真
偽
未
決・

木
村
中
一
教
授
に
よ
る
〕「
地
獄
は
地
獄
の
す
が
た
を

見
せ
た
る
が
實
の
相
也
。
餓
鬼
と
變
ぜ
ば
地
獄
の
實
の
す
が
た
に
は
非
ず
。
佛
は
佛
の

す
が
た
、
凡
夫
は
凡
夫
の
す
が
た
、
萬
法
當
體
の
す
が
た
が
妙
法
蓮
華
經
の
當
體
也
と

云
事
を
諸
法
實
相
と
は
申
也
。」（『
定
遺
』
七
二
五
）。

（
21
）	『
開
目
抄
』「
又
佛
に
な
る
道
は
華
嚴
唯
心
法
界
、
三
論
の
八
不
、
法
相
の
唯
識
、
眞

言
の
五
輪
觀
等
も
實
に
は
叶
べ
し
と
も
み
へ
ず
。
但
天
台
の
一
念
三
千
こ
そ
佛
に
な
る

べ
き
道
と
み
ゆ
れ
。
此
一
念
三
千
も
我
等
一
分
の
慧
解
も
な
し
。
而
ど
も
一
代
經
々
の

中
に
は
此
經
計
一
念
三
千
の
玉
を
い
だ
け
り
。
餘
經
の
理
は
玉
に
に
た
る
黃
石
な
り
。

沙
を
し
ぼ
る
に
油
な
し
。
石
女
に
子
の
な
き
が
ご
と
し
。
諸
經
は
智
者
猶
佛
に
な
ら
ず
。

此
經
は
愚
人
佛
因
を
種
べ
し
。
不
求
解
脫
解
脫
自
至
等
〈
云
云
〉。」（『
定
遺
』
六
〇
四
）。

（
22
）	「
方
便
品
第
二
」「
諸
佛
以
方
便
力
。
於
一
佛
乘
分
別
說
三
。」（『
大
正
』
九・

七
中
）。

（
23
）	「
方
便
品
第
二
」「
十
方
佛
土
中　

唯
有
一
乘
法　

無
二
亦
無
三
」（『
大
正
』
九・

八

上
）。



身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
第
二
十
二
号
　
令
和
三
年
十
月

三
三

（
24
）	「
方
便
品
第
二
」「
正
直
捨
方
便　

但
說
無
上
道
」（『
大
正
』
九・

十
上
）。

（
25
）	「
方
便
品
第
二
」「
諸
佛
世
尊
。
唯
以
一
大
事
因
緣
故
出
現
於
世
。
舍
利
弗
。
云
何
名

諸
佛
世
尊
唯
以
一
大
事
因
緣
故
出
現
於
世
。
諸
佛
世
尊
。
欲
令
衆
生
開
佛
知
見
使
得
淸

淨
故
出
現
於
世
。
欲
示
衆
生
佛
之
知
見
故
出
現
於
世
。
欲
令
衆
生
悟
佛
知
見
故
出
現
於

世
。
欲
令
衆
生
入
佛
知
見
道
故
出
現
於
世
。」（『
大
正
』
九・

七
上
）
参
照
。

（
26
）	

森
章
司
「
釈
尊
の
出
家・

成
道・

入
滅
年
齢
と
誕
生・

出
家・

成
道・

入
滅
の
月・

日
」（『
中
央
学
術
研
究
所
紀
要
』
モ
ノ
グ
ラ
フ
篇
№
１
、
一
九
九
七
年
）
一
二
二
頁
参

照
。

（
27
）	「
如
来
寿
量
品
第
十
六
」「
爾
時
世
尊
。
知
諸
菩
薩
三
請
不
止
。
而
告
之
言
。
汝
等
諦

聽
。
如
來
祕
密
神
通
之
力
。
一
切
世
間
天
人
及
阿
修
羅
。
皆
謂
今
釋
迦
牟
尼
佛
出
釋
氏

宮
。
去
伽
耶
城
不
遠
坐
於
道
場
。
得
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
。
然
善
男
子
。
我
實
成
佛

已
來
。
無
量
無
邊
百
千
萬
億
那
由
他
劫
。
譬
如
五
百
千
萬
億
那
由
他
阿
僧
祇
三
千
大
千

世
界
。
假
使
有
人
末
爲
微
塵
。
過
於
東
方
五
百
千
萬
億
那
由
他
阿
僧
祇
國
。
乃
下
一
塵
。

如
是
東
行
盡
是
微
塵
。
諸
善
男
子
。
於
意
云
何
。
是
諸
世
界
。
可
得
思
惟
校
計
知
其
數

不
。
彌
勒
菩
薩
等
俱
白
佛
言
。
世
尊
。
是
諸
世
界
無
量
無
邊
非
算
數
所
知
。
亦
非
心
力

所
及
。
一
切
聲
聞
辟
支
佛
。
以
無
漏
智
。
不
能
思
惟
知
其
限
數
。
我
等
住
阿
惟
越
致
地
。

於
是
事
中
亦
所
不
達
。
世
尊
。
如
是
諸
世
界
無
量
無
邊
。
爾
時
佛
告
大
菩
薩
衆
。
諸
善

男
子
。
今
當
分
明
宣
語
汝
等
。
是
諸
世
界
。
若
著
微
塵
及
不
著
者
。
盡
以
爲
塵
一
塵
一

劫
。
我
成
佛
已
來
。
復
過
於
此
百
千
萬
億
那
由
他
阿
僧
祇
劫
。
自
從
是
來
。
我
常
在
此

娑
婆
世
界
說
法
敎
化
。
亦
於
餘
處
百
千
萬
億
那
由
他
阿
僧
祇
國
導
利
衆
生
。
…
…
如
是

我
成
佛
已
來
甚
大
久
遠
。
壽
命
無
量
阿
僧
祇
劫
常
住
不
滅　

諸
善
男
子
。
我
本
行
菩
薩

道
所
成
壽
命
。
今
猶
未
盡
復
倍
上
數
。」（『
大
正
』
九・

四
二
中
下
）
参
照
。

（
28
）	『
妙
法
蓮
華
経
憂
波
提
舎
』
巻
下
「
一
者
示
現
應
佛
菩
提
。
隨
所
應
見
而
爲
示
現
。
如

經
皆
謂
如
來
出
釋
氏
宮
去
伽
耶
城
不
遠
坐
於
道
場
得
成
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
故
。
二

者
示
現
報
佛
菩
提
。
十
地
行
滿
足
得
常
涅
槃
證
故
。
如
經
善
男
子
我
實
成
佛
已
來
無
量

無
邊
百
千
萬
億
那
由
他
劫
故
。
三
者
示
現
法
佛
菩
提
。
謂
如
來
藏
性
淨
涅
槃
常
恒
淸
涼

不
變
等
義
。
如
經
如
來
如
實
知
見
三
界
之
相
次
第
乃
至
不
如
三
界
見
於
三
界
故
。」（『
大

正
』
二
六・

九
中
）
参
照
。

（
29
）	「
如
来
寿
量
品
第
十
六
」「
非
如
非
異
。
不
如
三
界
見
於
三
界
。」（『
大
正
』
九・

四
二

下
）。

（
30
）	「
如
来
寿
量
品
第
十
六
」「
如
來
。
如
實
知
見
三
界
之
相
。」（『
大
正
』
九・

四
二
下
）。

（
31
）	「
如
来
寿
量
品
第
十
六
」「
或
說
己
身
或
說
他
身
。
或
示
己
身
或
示
他
身
。
或
示
己
事

或
示
他
事
。」（『
大
正
』
九・

四
二
下
）。

（
32
）	『
妙
法
蓮
華
経
文
句
』
巻
第
九
下
「
文
云
。
非
如
非
異
非
如
三
界
見
於
三
界
。
此
非
偏

如
顯
於
圓
如
。
卽
法
身
如
來
義
也
。
又
云
。
如
來
如
實
知
見
三
界
之
相
。
卽
是
如
如
智

稱
如
如
境
。
一
切
種
智
知
見
卽
佛
眼
。
此
是
報
身
如
來
義
也
。
又
云
。
或
示
己
身
己
事
。

或
示
他
身
他
事
。
此
卽
應
身
如
來
義
也
。」（『
大
正
』
三
四・

二
八
中
）
参
照
。

（
33
）	「
如
来
寿
量
品
第
十
六
」「
我
本
行
菩
薩
道
所
成
壽
命
。
今
猶
未
盡
」（『
大
正
』
九・

四
二
下
）。

（
34
）	

吉
蔵
撰
『
法
華
義
疏
』
巻
第
十
「
所
言
如
來
壽
量
者
。
依
法
華
論
三
種
如
來
。
一
者

化
身
如
來
。
二
報
身
如
來
。
三
法
身
如
來
。
壽
量
亦
有
三
種
。
化
佛
壽
量
有
始
有
終
。

故
爲
二
乘
人
八
相
成
道
王
宮
現
生
雙
林
示
滅
也
。
二
報
身
佛
壽
量
有
始
無
終
。
故
下
文

云
。
我
本
行
菩
薩
道
所
成
壽
命
今
猶
未
盡
。
以
行
因
滿
初
證
佛
果
是
故
有
始
。
一
證
已

後
湛
然
不
滅
。
故
無
有
盡
終
。
三
法
身
佛
壽
本
自
在
之
不
生
不
滅
無
始
無
終
。」（『
大

正
』
三
四・

三
上
）
参
照
。

（
35
）	「
如
来
寿
量
品
第
十
六
」「
我
成
佛
已
來
甚
大
久
遠
。」（『
大
正
』
九・

四
二
下
）。

（
36
）	『
妙
法
蓮
華
経
文
句
』
巻
第
九
下
「
此
品
詮
量
通
明
三
身
。
若
從
別
意
正
在
報
身
。
何

以
故
義
便
文
會
。
義
便
者
。
報
身
智
慧
上
冥
下
契
。
三
身
宛
足
故
言
義
便
。
文
會
者
。

我
成
佛
已
來
甚
大
久
遠
。
故
能
三
世
利
益
衆
生
。
所
成
卽
法
身
。
能
成
卽
報
身
。
法
報

合
故
能
益
物
故
言
文
會
。
以
此
推
之
正
意
是
論
報
身
佛
功
德
也
。」（『
大
正
』
三
四・

一

二
九
上
）。

（
37
）	

僧
肇
「
維
摩
詰
経
序
」「
非
本
無
以
垂
迹
。
非
迹
無
以
顯
本
。
本
迹
雖
殊
而
不
思
議
一

也
。」（『
大
正
』
五
五・

五
八
中
）
参
照
。『
妙
法
蓮
華
経
文
句
』
巻
第
九
下
（『
大
正
』

三
四・
一
二
九
中
）、
吉
蔵
撰
『
法
華
玄
論
』
巻
第
十
（『
大
正
』
三
四・

四
四
七
中
）

同
文
。

（
38
）	「
如
来
寿
量
品
第
十
六
」「
然
我
實
成
佛
已
來
久
遠
若
斯
。」（『
大
正
』
九・

四
二
下
）。



金
東
華
に
依
る
「
日
蓮
の
「
仏
界
縁
起
説
」
に
つ
い
て
」
の
訳
注
（
上
）（
金
炳
坤
）

三
四

一
部
改
変
か
。

（
39
）	『
授
職
潅
頂
口
伝
鈔
』〔
偽
書・

庵
谷
行
亨
博
士
に
よ
る
〕「
此
三
身
者
雖
無
始
本
覺
三

身　

且
立
五
百
塵
點
劫
成
佛
。」（『
定
遺
』
八
〇
一
）。

（
40
）	『
如
来
滅
後
五
五
百
歳
始
観
心
本
尊
抄
』（
以
下
、『
観
心
本
尊
抄
』）「
論
其
敎
主
非
始

成
正
覺
釋
尊
。
所
說
法
門
亦
如
天
地
。
十
界
久
遠
之
上
國
土
世
間
旣
顯
。
一
念
三
千
殆

隔
竹
膜
。」（『
定
遺
』
七
一
四
）
参
照
。

（
41
）	『
開
目
抄
』「
迹
門
方
便
品
は
一
念
三
千・

二
乘
作
佛
を
說
て
爾
前
二
種
の
失
一
を
脫

た
り
。
し
か
り
と
い
え
ど
も
い
ま
だ
發
迹
顯
本
せ
ざ
れ
ば
、
ま
こ
と
の
一
念
三
千
も
あ

ら
は
れ
ず
、
二
乘
作
佛
も
定
ま
ら
ず
。
水
中
の
月
を
見
る
が
ご
と
し
。
根
な
し
草
の
波

上
に
浮
る
に
に
た
り
。
本
門
に
い
た
り
て
、
始
成
正
覺
を
や
ぶ
れ
ば
、
四
敎
の
果
を
や

ぶ
る
。
四
敎
の
果
を
や
ぶ
れ
ば
、
四
敎
の
因
や
ぶ
れ
ぬ
。
爾
前
迹
門
の
十
界
の
因
果
を

打
や
ぶ
て
、
本
門
十
界
の
因
果
を
と
き
顯
す
。
此
卽
本
因
本
果
の
法
門
な
り
。」（『
定

遺
』
五
五
二
）。

（
42
）	『
妙
法
蓮
華
経
玄
義
』
巻
第
七
上
「
如
不
識
天
月
。
但
觀
池
月
。」（『
大
正
』
三
三・

七
六
六
中
）
参
照
。

（
43
）	『
開
目
抄
』「
か
う
て
か
へ
り
み
れ
ば
、
華
嚴
經
の
臺
上
十
方・
阿
含
經
の
小
釋
迦
、

方
等・

般
若
の
、
金
光
明
經
の
、
阿
彌
陀
經
の
、
大
日
經
等
の
權
佛
等
は
、
此
壽
量
の

佛
の
天
月
し
ば
ら
く
影
を
大
小
の
器
に
し
て
浮
給
を
、
諸
宗
の
學
者
等
近
は
自
宗
に
迷
、

遠
は
法
華
經
の
壽
量
品
を
し
ら
ず
、
水
中
の
月
に
實
月
の
想
を
な
し
、
或
は
入
て
取
ん

と
を
も
ひ
或
は
繩
を
つ
け
て
つ
な
ぎ
と
ど
め
ん
と
す
。
天
台
云　

不
識
天
月
但
觀
池
月

等
〈
云
云
〉。」（『
定
遺
』
五
五
二
―
五
五
三
）。

〈
付
記
〉

　

翻
訳
原
文
は
、
一
九
八
四
年
に
寶
蓮
閣
で
出
版
さ
れ
た
六
版
（
二
九
七
―
三
二
〇
頁
）
を

使
用
し
た
。

　

本
節
に
お
け
る
誤
字・

脱
字・

語
句
の
誤
り
ほ
か
、
訳
注
者
に
よ
る
補
足
等
は
、
訳
文
中

に
〔
亀
甲
括
弧
〕
を
も
っ
て
指
摘
し
た
。
但
し
、
次
に
列
挙
す
る
同
様
に
し
て
複
数
み
ら
れ

る
誤
植
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
に
一
括
し
て
指
摘
し
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。
即
ち
「
宜
」
は

「
宣
」
に
、「
那
由
陀
」
は
「
那
由
他
」
に
、「
阿
僧
祗
」
は
「
阿
僧
祇
」
に
、「
曼
茶
羅
」
は

「
曼
荼
羅
」
に
訂
正
し
た
。
そ
の
他
、
読
み
や
す
く
す
る
た
め
に
、
訳
注
者
の
任
意
に
よ
り
、

適
宜
、
句
読
点
や
改
行
を
施
し
た
。

　

本
書
に
は
、
訳
注
者
が
訳
文
中
に
お
い
て
見
出
し
と
し
て
採
用
し
て
い
る
頭
注
〔
＝
五
大

部
書
な
ど
〕
が
あ
る
の
み
で
、
脚
注
は
な
い
。
そ
の
た
め
、
著
者
の
原
典
か
ら
の
引
用
文
に

関
し
て
い
え
ば
、
典
拠
が
あ
っ
た
り
な
か
っ
た
り
、
ま
た
は
そ
の
範
囲
が
明
確
で
な
か
っ
た

り
、
時
に
は
地
の
文
と
し
て
採
用
さ
れ
て
い
る
例
も
あ
っ
た
り
し
て
、
多
少
の
不
備
が
認
め

ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
不
備
に
対
し
て
本
訳
注
で
は
、
管
見
の
及
ぶ
限
り
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
を
精

査
し
て
、
訳
文
中
に
引
用
文
の
典
拠
を
補
う
と
共
に
、
注
を
も
っ
て
対
応
す
る
原
文
を
明
示

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
引
用
文
と
原
文
と
の
比
較
対
照
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
な
お
、
そ

の
過
程
に
お
い
て
確
認
で
き
た
引
用
文
の
不
備
（
一
部
改
変
を
含
む
）
に
つ
い
て
も
こ
れ
を

指
摘
し
て
お
い
た
。
こ
の
点
は
、
著
者
の
原
典
に
対
す
る
引
用
態
度
や
理
解
度
を
窺
う
上
で
、

尺
度
と
な
り
得
る
た
め
に
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
日
蓮
教
学
の
専
門
家
に
と
っ

て
引
っ
か
か
る
と
こ
ろ
、
例
え
ば
「
念
力
」
と
い
う
表
現
な
ど
も
、
著
者
の
思
想
基
盤
を
論

及
す
る
上
で
、
参
考
に
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

最
後
に
、
本
稿
に
対
す
る
ネ
イ
テ
ィ
ブ
チ
ェ
ッ
ク
は
、
立
正
大
学
仏
教
学
部
を
退
職
さ
れ

て
か
ら
す
ぐ
に
本
学
に
お
い
で
に
な
り
、
今
な
お
第
一
線
に
お
い
て
日
蓮
教
学
を
教
授
さ
れ

て
い
る
庵
谷
行
亨
博
士
と
、
身
延
山
久
遠
寺
の
西
谷
宿
舎
に
お
い
て
筆
者
と
長
年
苦
楽
を
共

に
し
て
い
る
木
村
中
一
教
授
に
手
間
を
か
け
さ
せ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
「
日
本
語

の
文
章
と
し
て
多
少
無
理
が
あ
る
」
と
指
摘
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
も
、
著
者
の
意
に
背

か
ぬ
よ
う
原
文
通
り
に
訳
し
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。
ま
た
両
先
生
か
ら
は
、
偽
書・

真
偽
未
決

の
遺
文
に
関
す
る
ご
指
摘
な
ど
、
様
々
な
ご
教
示
を
頂
戴
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
こ
に
記

し
て
深
く
御
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉�

五
重
相
対
、
二
乗
作
仏
、
諸
法
実
相
、
一
念
三
千
、
本
迹
二
門
、
伽
耶
近

成
、
久
遠
実
成
、
無
作
三
身
、
大
曼
荼
羅
、
三
大
秘
法
、
金
東
鎮
、
方
哲

源
、
李
光
雨


